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早
い
も
の
で
十
月
。
今
年
も
あ
と
三
ヶ

月
弱
と
な
り
ま
し
た
。
朝
晩
は
冷
え
込
み

ま
す
。
く
れ
ぐ
れ
も
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。

   

「
尾
張
名
古
屋
・
歴
史
街
道
を
行
く
ー

社
寺
・
城
郭
・
尾
張
藩
幕
末
史
—
」
を
お

送
し
て
い
る
今
年
か
ら
の
か
わ
ら
版
。
今

月
は
桶
狭
間
の
戦
、
三
城
五
砦
史
で
す
。

★
今
川
義
元
、

　
　
　

最
後
の
夜
を
過
ご
し
た
沓
掛
城

   

沓
掛
城
は
鎌
倉
街
道
沿
い
の
要
衝
に
あ

り
、
十
四
世
紀
に
築
城
さ
れ
ま
し
た
。

   

戦
国
時
代
の
城
主
近
藤
景
春
は
松
平
広

忠
（
家
康
父
）
の
家
臣
で
し
た
が
、
尾
張

国
織
田
信
秀
（
信
長
父
）
が
三
河
へ
進
出

す
る
よ
う
に
な
る
と
近
隣
土
豪
と
と
も
に

信
秀
に
帰
順
。
し
か
し
、
一
五
五
一
年
に

信
秀
が
亡
く
な
る
と
、
鳴
海
城
主
山
口
教

継
と
と
も
に
今
川
義
元
の
傘
下
に
入
り
ま

す
。

   

一
五
六
〇
年
、
二
万
五
千
の
大
軍
を
率

い
た
今
川
義
元
は
沓
掛
城
に
入
り
ま
し
た
。

五
月
十
八
日
、
義
元
は
松
平
元
康
（
家
康
）

に
大
高
城
へ
の
兵
糧
入
れ
を
指
示
し
、
翌

十
九
日
朝
、
沓
掛
城
を
出
発
。
義
元
は
大

高
道
を
通
っ
て
桶
狭
間
に
入
り
、
そ
こ
で

信
長
の
奇
襲
を
受
け
て
討
死
し
ま
す
。

   

代
わ
っ
て
城
主
に
な
っ
た
の
は
桶
狭
間

の
戦
で
勲
功
一
番
と
称
さ
れ
、
沓
掛
三
千

貫
文
を
与
え
ら
れ
た
簗
田
政
綱
。
そ
の
後

は
織
田
信
照
、
川
口
宗
勝
が
城
主
を
務
め

ま
し
た
。

   

一
六
〇
〇
年
、
関
ヶ
原
の
戦
い
で
宗
勝

は
西
軍
に
参
陣
。
敗
戦
後
に
捕
え
ら
れ
、
沓

掛
城
は
廃
城
と
な
り
ま
し
た
。

★
松
平
元
康
兵
糧
入
れ
の
大
高
城

   

大
高
城
は
、
桶
狭
間
の
戦
の
前
夜
、
松

平
元
康
が
兵
糧
入
れ
を
行
っ
た
こ
と
で
知

ら
れ
る
城
で
す
。

   

築
城
は
土
岐
氏
が
尾
張
守
護
で
あ
っ
た

南
北
朝
時
代
以
前
。
天
文
年
間
（
一
五
三

二
～
五
五
年
）
に
は
織
田
信
秀
支
配
下
に

あ
り
、
一
五
四
八
年
、
今
川
義
元
が
攻
め

た
も
の
の
落
城
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

   

信
秀
死
後
、
息
子
の
信
長
か
ら
離
反
し

た
鳴
海
城
主
山
口
教
継
の
調
略
で
、
大
高

城
は
沓
掛
城
と
と
も
に
今
川
方
の
手
に
落

ち
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
、
信
長
は
鳴
海
城

と
大
高
城
の
連
絡
路
を
断
つ
た
め
、
大
高

城
近
く
に
丸
根
砦
と
鷲
津
砦
を
築
造
。

   

桶
狭
間
の
戦
の
直
前
に
織
田
勢
の
包
囲

を
破
っ
て
今
川
方
の
鵜
殿
長
照
が
大
高
城

に
入
り
、
五
月
十
八
日
夜
に
は
松
平
元
康

が
兵
糧
を
届
け
、
元
康
も
城
の
守
備
に
つ

き
ま
し
た
。

   

翌
十
九
日
、
義
元
討
死
の
一
報
を
聞
い

た
元
康
は
岡
崎
城
に
退
き
、
大
高
城
は
再

び
織
田
配
下
と
な
り
ま
す
。
廃
城
と
な
っ

た
旧
城
地
に
一
六
一
六
年
、
尾
張
藩
家
老

の
志
水
家
が
館
を
建
て
ま
し
た
。

★
鳴
海
城
包
囲
網
の
三
砦

   

鳴
海
城
は
応
永
年
間
（
一
三
九
四
～
一

四
二
八
年
）
に
足
利
義
満
配
下
の
安
原
宗

範
が
築
城
。

   

天
文
年
間
に
は
織
田
信
秀
配
下
に
あ
り
、

山
口
教
継
が
駿
河
国
今
川
義
元
に
備
え
る

べ
く
城
主
を
務
め
て
い
ま
し
た
。
し
か
し

信
秀
が
没
す
る
と
、
息
子
信
長
を
見
限
っ

た
教
継
は
今
川
氏
に
帰
順
。
教
継
は
息
子

教
吉
に
鳴
海
城
を
任
せ
ま
す
。

   

一
五
五
三
年
、
信
長
は
鳴
海
城
を
攻
め

る
も
落
城
さ
せ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

   

し
か
し
そ
の
後
、
信
長
の
計
略
に
よ
っ

て
今
川
義
元
に
謀
反
を
疑
わ
れ
た
教
継
・

教
吉
父
子
は
切
腹
に
追
い
込
ま
れ
ま
す
。

城
主
は
今
川
家
譜
代
の
岡
部
元
信
に
代
わ

り
、
今
川
氏
直
轄
の
重
要
拠
点
と
な
り
ま

し
た
。

   

こ
れ
に
対
抗
す
べ
く
、
信
長
は
一
五
五

九
年
に
鳴
海
城
周
囲
に
丹
下
砦
、
善
照
寺

砦
、
中
嶋
砦
を
築
造
。

   

翌
年
の
桶
狭
間
の
戦
で
は
、
今
川
軍
は

緒
戦
で
大
高
城
近
く
の
丸
根
砦
、
鷲
津
砦

を
撃
破
。
次
は
鳴
海
城
を
囲
む
三
砦
に
狙

い
を
定
め
、
戦
い
を
優
位
に
進
め
て
い
ま

し
た
。
と
こ
ろ
が
そ
の
直
後
、
今
川
義
元

が
討
ち
取
ら
れ
て
総
崩
れ
と
な
り
ま
す
。

   

三
砦
攻
撃
の
た
め
に
待
機
中
で
あ
っ
た

鳴
海
城
兵
は
無
傷
で
あ
り
、
戦
力
的
優
位

は
維
持
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
鳴
海
城
主

岡
部
元
信
は
義
元
の
首
級
と
引
き
換
え
に

城
明
渡
し
に
応
じ
、
鳴
海
城
は
信
長
の
手

に
落
ち
ま
し
た
。
戦
後
、
佐
久
間
信
盛
・

信
栄
父
子
が
城
主
を
つ
と
め
、
天
正
年
間

末
期
に
廃
城
に
な
り
ま
す
。

★
桶
狭
間
の
戦
、

　
　
　
　
　

前
哨
戦
の
丸
根
砦
、
鷲
津
砦

   

丸
根
砦
と
鷲
津
砦
は
一
五
五
九
年
、
信

長
が
大
高
城
近
く
に
築
造
。
相
互
に
見
通

せ
る
距
離
に
あ
り
ま
し
た
。

   

一
五
六
〇
年
五
月
十
九
日
、
丸
根
砦
に

は
佐
久
間
盛
重
、
鷲
津
砦
に
は
織
田
秀
敏

と
飯
尾
定
宗
・
尚
清
父
子
を
将
と
す
る
織

田
軍
が
立
て
籠
も
っ
た
も
の
の
、
松
平
元

康
率
い
る
今
川
軍
が
攻
撃
。

   

報
せ
を
聞
い
た
信
長
が
清
洲
城
を
出
陣

し
、
熱
田
社
に
着
い
た
頃
に
は
両
砦
は
落

城
し
、
煙
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

   

信
長
は
丹
下
砦
へ
入
り
、
そ
の
後
善
照

寺
砦
へ
移
動
。
義
元
が
桶
狭
間
で
休
息
中

と
聞
い
た
信
長
は
、
さ
ら
に
中
嶋
砦
を
目

指
し
ま
す
。

   

砦
へ
の
道
の
脇
は
深
田
の
た
め
一
騎
ず

つ
し
か
通
れ
ず
、
敵
か
ら
丸
見
え
で
あ
る

こ
と
か
ら
家
老
衆
が
制
止
し
た
も
の
の
、
信

長
は
振
り
切
っ
て
中
嶋
砦
に
進
軍
。

   

突
然
の
雷
雨
で
視
界
が
遮
ら
れ
た
こ
と

が
幸
い
し
、
中
嶋
砦
か
ら
出
撃
し
た
信
長

は
義
元
本
隊
に
突
撃
。
義
元
を
討
ち
取
り

ま
し
た
。

   

桶
狭
間
の
戦
後
、
信
長
と
家
康
が
同
盟

関
係
に
な
っ
た
た
め
に
丸
根
砦
と
鷲
津
砦

は
存
在
意
義
を
失
い
、
放
棄
さ
れ
ま
し
た
。

★
清
須
城
と
名
古
屋
城

   

中
世
か
ら
戦
国
時
代
の
尾
張
国
の
中
心

は
清
洲
、
そ
し
て
江
戸
時
代
に
は
名
古
屋

が
中
心
と
な
り
ま
す
。
来
月
は
清
洲
城
と

名
古
屋
城
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。
乞

ご
期
待




